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現状写真 計画ダイアグラム

2 階　湯上り処

配置図　1:450

真湯＿＿　お湯の塔〈新築〉・お湯の家　〈新築〉

真湯 水路の通る道の両端に旅館が並ぶ
温泉街のつくりの名残が見られる

現状写真

水路の通る道の両端に
旅館が並ぶ温泉街のつくり

空き地が増える 空き地にお湯の家とお湯の塔をつくり
湯仲間の生活を支える

真湯 真湯
真湯
お湯の家

お湯の塔 畑

1 階　洗濯場

 街の景色を眺める

なだらかな壁が身体を包み込む

大広間

大広間

大浴場

大浴場

十王堂の湯＿＿お湯の広場〈新築〉

平面図　1:400

コンクリート造、1 階女湯、2 階男湯 既存の共同湯の敷地を拡大して大きなお湯を新築する。

2 階　大広間

2 階

1 階　大浴場

1 階

1 階の大浴場は野沢の共同湯で
一番の大きさを持つ大浴場。

2階は大浴場と同じ広さを持つ湯上がり処。
大きなお湯と大きな広間という街の大きな余白が
お湯に集まる人々を柔らかく受け入れる。
雨の日の遊び場にも、一時避難場所にもなる。

参考：酸ヶ湯温泉の千人風呂

立断面図　1:400

大きな広間―お昼寝、あそび、団らん

大きなお湯

３ ４

既存 新築

計画ダイアグラム

テラス

真 1/200

水路

畑

水路の道沿い一体でのお湯暮らし。
坂道を登ると頂上にお湯の塔が現れ、
水路の道を進むと畑、お湯の家が現れる。

上り坂

お湯の塔―洗濯場・バス停
〈新築〉

お湯の家〈新築〉

A

B

A B

1 階

2 階

平面図　1:250

断面図　1:250

眺望

洗濯場

1階　真湯・食堂 2階　住居

平面図　1:250

断面図　1:250立面スケッチ

 room1

 room3

キッチン

女湯

女湯

男湯

男湯

住居

真湯

 room2カウンター



計画ダイアグラム

計画ダイアグラム

現状写真

５ ６ 大湯＿＿お湯の広場〈新築〉

平面図　1:100

大湯は、源泉をそのまま利用した共同湯であり、村一番のシンボルである。
大湯正面の高低差に沿って、階段状に大湯の源泉広場をつくる。

河原湯＿＿お湯の広場　〈新築〉

既存の共同湯の敷地を拡大して共同湯を新築する。
お湯を大小様々な大きさに分けて広げ、間仕切り壁で共同湯と待合いを入り組ませながら隔てる。

洗濯場

作業場

作業場

既存 新築

敷地周辺写真

平面図　1:150

配置図　1:500

河原湯

路地の中庭

旅館

足湯 大湯女湯

男湯

畳

脱衣所
洗濯場 脱衣所 キッチン

カウンター

路地の中庭

女湯

女湯

待合い（調理場・足湯・洗濯場）

男湯

男湯

路地からみる

壁の内側は共同湯

壁の外側は縁側、待合い（足湯・調理場・洗濯場）

大湯の源泉広場

大湯

大湯

野菜の洗濯場

女湯

男湯 キッチン

洗濯場

洗濯場

冷やし場

温泉卵の釜

足湯
足湯

洗濯場

おわりに　

お湯に人々が集まり、 みんなで一緒にお風呂に入るという営みが野沢の原点である。

お湯という大きな総有財産を分けあって使っていくというこの村の構造が、 村の暮らしの形となり、 同じ土地に人が集まって住むことの面白さとなっている。

ここでは、 人々の生活を街に拡張していき、 それが共同湯とともに新しい形として現れることを考えた。

　野沢のように街の成り立ちの背景に価値の共有がある土地において、 その価値を回復したり、 価値の新しい享受の仕方を可能にしたりする建築が、

街のシンボルとしてわかりやすく、 住まいの延長としてあることは、 その土地を住みつないでいく上での手助けとなるのではないだろうか。

　手伝ってくれたみんな、 野沢の皆さん、 同期のみんな、 先生方、 本当にありがとうございました。

Comments from Classmates

強かな提案であるのに、ちょっと気の抜けた、たのしそうな形で街に還元されているのがいいなあと思いました。かめちゃんが作ったものだ、という
のがちゃんと伝わってくる感じがして。前からそこにあったようだけど、どこか様子がちがう、みたいなこの建築たちが実際に街に並ぶのを見てみた
いです。
毎課題たのしみにしていたかめちゃんの作品を、これからもみていたいです！これからもよろしくね。

榊原真歩

地元でも横浜でもない、野沢でいちからリサーチをして取り組んだのはすごい勇気だよね！
お湯がまちをつくっている点では大分と共通してるけども。
かめちゃんの建築ってなんか独特で風格があるんんだけど、そのぶん敷地の選び方とかプログラムとかが追いついていないのかな…と思います。
建築の背景にある思想が土台になって、そうゆうのが建築のカタチに結びついてくると、かめちゃんの造形はすごく力強い存在になる気がします！
この1年間、かめちゃんとの作業通話が1番多くて長かったと思う！おかげさまで頑張れました。ありがとう。これからもよろしくね！！

寺西遥夏

居住単位、鎌倉のマーケット、図書館の三作品は覚えていて、毎回形の見方や使い方が面白いなと感じていた。今回の、筒状の湯気抜きを心柱にして
建つ層塔のような形なんかも（湯気が室内に漏れるのはどうなんだろうと思いつつも）とても良かった。２階建ての建物の中心が貫かれていたり、既
存の建築を飲み込んでいたり、ただ階の重なりが描かれるだけではない断面の面白さがあった。

髙橋健

最終らへんで何がやりたいかわからなくなって2人で一平さんにボコボコにされたのいい思い出です（笑）けど、最終的にかめらしい建築 (幾何学 )
が建っていっててよかったと思った！かめはかめにしかつくれないような素敵な建築をつくる才能があるな～とずっと思ってます。最終直前の死にそ
うな時も電話して一緒に頑張ってくれてありがとう！

東野有希

かめちゃんの断面的な造形はいつもすごいなと思います。個々の建築が均質にならずに、13の待合いがそれぞれの個性を持って存在していて、楽し
そうです。リサーチから提案に至るまで筋道が立っていて納得がいく反面、敷地設定や機能に関してはやや疑問に残る (細かい話だけど、住居や宿は
この規模でいいのか、洗濯場は今の時代に使われるのか、など )点がありました。とはいえ、一発屋的建築ではなく、野沢に関わる人たちの日常にな
るような場がいくつも用意されていて、魅力的な提案になっていると思いました！

馬場一輝


